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あなたの暮らしに、
お花はありますか？

　あなたは誰かからお花をもらったことはありますか？ 
誕生日や記念日、何にもない日でも、お花をもらうと嬉し
い気持ちになります。また、結婚式やお葬式など、大切な
場面でもお花を飾ります。きれいな色や形、そして香りで、
暮らしを彩ってくれるお花。あなたやあなたの家族には、
お花をお家に飾ったり、誰かにお花を贈る習慣はあります
か？ 

暮らしを彩る北海道のお花
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北海道でお花を栽培する
面積は減っている？ 
栽培面積だけではなく、買う金額も
回数も毎年減っています。

　北海道の切り花の栽培面積は、2000年をピークに減
少を続けています。その理由は、花農家の高齢化、買う
方の購入金額や回数の減少が大きな原因です。その中で
も、若い世代ほどお花を買う回数が少ないことがわかっ
ています。
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北海道では、お花を生産して
手元に届けるまで
どんなことに取り組んでいる？
安定した生産と流通の効率化に
向けた支援などに取り組んでいます。

品質の高いお花を生産するため、新規就農者への技術
指導など、地域と連携して担い手を育てています。

お花を安定的に生産するため、気候変動などに対する
技術や、環境に配慮したエネルギー・資材・施設機械
の導入を支援しています。

お花を皆さんのお手元に届けるため、日持ちをよくす
るための流通の仕組み、保管施設や卸売市場の整備を
支援しています。

新規就農者のサポートや
担い手の育成と確保

安定生産のための技術や
施設機械の導入への支援

鮮度を保ち、品質の高い
お花を届ける
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お花に関係する方々と連携してお花のある
豊かな暮らしの実現に向けた取り組みを進めています。

伝統的な文化の継承だけではなく、季節や行事ごとに、
アイデアや工夫によるフラワーアレンジメントやガーデ
ニングの製作などを行い、お花の文化を育てています。

北海道のお花に対する理解を深め、お花や緑に親しむ
場を作るなど、学びの機会を多くの人々にひろげてい
ます。

企業や公共施設、まちづくりや都市緑化などにおいて、
多くの人がお花を身近に感じられるように積極的な活
用をを進めています。

生け花や盆栽、ガーデニング
などお花の文化を育てる

幅広い世代への
「花育」の推進

お花を利用した
まちづくりの推進

北海道では、多くの方々に
お花を使ってもらうために
どんなことに取り組んでいる？



こどもの意見反映推進事業 テーマ：北海道のお花を活用するためには？ page 5

みなさんに
聞きたいこと

みなさんがお花に触れるのはどん
なとき？

お花を買う回数が少ない若い世代
（〜40代）の方々に、家や庭にお花
を飾ることを流行らせるためには
どうしたらいい？


